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第
３
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

浅川橋（町道浅川川東 線）耐震予算決まる！
～平成 22 年度社会資本 整備総合交付金事業～

・
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

・
継
続
費
精
算
報
告
に
つ
い
て

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

第

３

回

定

例

会

■
議
案
の
審
議

■

承
認
関
係

・
海
陽
町
過
疎
地
域
の
指
定
に
伴
う
町
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
海
陽
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
海
陽
町
重
度
心
身
障
害
者
等
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

条
例
関
係

　

平
成
22
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
９
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
17
議
案
が
提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
14
日
閉
会
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

住
所　

海
陽
町
宍
喰
浦

　
　

氏
名　

伊
丹　

拓
子

予
算
関
係

農
業
委
員
会
委
員
の
議
会
推
薦
に
つ
い
て

　
　

住
所　

海
陽
町
奥
浦

　
　

氏
名　

叶
岡　

　

徹

・
平
成
22
年
度
海
陽
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

２
２
３
，６
１
１
千
円
⬆

・
平
成
22
年
度
海
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

８
４
０
千
円
⬆

・
平
成
22
年
度
海
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

２
８
，２
６
５
千
円
⬆

・
平
成
22
年
度
海
陽
町
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

２
，８
３
８
千
円
⇩

・
平
成
22
年
度
海
陽
町
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

３
，２
４
８
千
円
⬆

・
平
成
22
年
度
海
陽
町
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

４
，７
６
６
千
円
⇩

・
平
成
22
年
度
海
陽
町
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

１
，４
２
０
千
円
⬆

・
平
成
22
年
度
海
陽
町
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

財
源
内
訳
変
更　

人
事
関
係

釈

⬆

増
額

注

⇩

減
額

浅川橋
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平
成
22
年
度 

一
般
会
計
予
算
の
状
況

浅川橋（町道浅川川東 線）耐震予算決まる！
～平成 22 年度社会資本 整備総合交付金事業～

歳　入 補正前 9月補正 構成比率

町 税 709,341,000 0 10.8

分担金・負担金 128,552,000 0 2.0

使用料・手数料 50,743,000 0 0.8

繰 入 金 154,000 0 0.0

繰 越 金 50,000,000 31,317,000 1.2

諸 収 入 66,898,000 3,088,000 1.1

地方譲与税 73,100,000 0 1.1

地方交付税 4,089,707,000 0 62.5

国庫支出金 285,913,000 84,013,000 5.7

県 支 出 金 402,563,000 24,475,000 6.5

町 債 317,100,000 77,100,000 6.0

そ の 他 149,652,000 3,618,000 2.3

合　　計 6,323,723,000 223,611,000 100.0

歳　出 補正前 9月補正 構成比率

公 債 費 1,496,535,000 0 22.9

民 生 費 1,587,747,000 23,400,000 24.6

総 務 費 866,703,000 12,623,000 13.4

教 育 費 575,064,000 5,222,000 8.9

消 防 費 323,827,000 8,272,000 5.1

衛 生 費 515,584,000 ▲ 5,213,000 7.8

農林水産業費 389,992,000 29,553,000 6.4

土 木 費 386,672,000 138,894,000 8.0

商 工 費 83,934,000 1,315,000 1.3

議 会 費 71,173,000 17,000 1.1

そ の 他 26,492,000 9,528,000 0.6

合　　計 6,323,723,000 223,611,000 100.0

財 産 収 入 38,950,000

利 子 割 交 付 金 3,500,000

配 当 割 交 付 金 419,000

株式譲渡所得交付金 410,000

地方消費税交付金 86,260,000

自動車取得税交付金 15,831,000

地 方 特 例 交 付 金 6,700,000

交通安全特例交付金 1,200,000

寄 付 金 0

災 害 復 旧 費 21,964,000

予 備 費 10,746,000

諸 支 出 金 3,310,000

※歳入のその他内訳 ※歳出のその他内訳
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当初予算
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会　　計　　別 歳　入 歳　出 差　引

一 般 会 計 9,697,664,891 9,377,126,327 320,538,564

国民健康保険特別会計　事業勘定 1,688,114,902 1,662,874,114 25,240,788

国民健康保険特別会計　施設勘定 ( 宍喰診療所 ) 257,443,017 138,154,221 119,288,796

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 130,377,225 128,082,685 2,294,540

老 人 保 健 特 別 会 計 10,131,470 8,257,536 1,873,934

介 護 保 険 特 別 会 計 1,480,041,600 1,466,804,956 13,236,644

浅 川 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 96,095,230 95,795,902 299,328

海 部 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 115,009,616 109,245,801 5,763,815

宍 喰 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 121,902,943 118,147,554 3,755,389

神野農業集落排水事業特別会計 11,265,059 11,151,014 114,045

川西農業集落排水事業特別会計 43,648,978 43,450,848 198,130

日比原農業集落排水事業特別会計 9,671,384 8,638,775 1,032,609

漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 24,656,287 24,359,748 296,539

川 西 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 20,756,222 8,419,774 12,336,448

海 部 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 124,341,743 117,765,271 6,576,472

中 里 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 4,026,893 2,242,702 1,784,191

川 上 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 16,876,236 1,942,137 14,934,099

鉄 道 経 営 安 定 基 金 特 別 会 計 36,678,425 36,678,425 0

決

算

の

認

定

に

つ

い

て

平成21年度 一般・特別会計の決算認定
平成21年度一般特別会計決算は一般会計と16の特別会計があり、全会一致で認定された。

歳入決算額

9,697,664,891円、

歳出決算額

9,377,126,327円、

差引残額

320,538,564円

単位：円

財政健全化審査に関する総括的意見
　前年度と比較して、各比率は良化の傾向を示している。特に実質公債費比率は地方債の発行に県の許可が必要である18.0％を下回っ
たことから、地方債協議団体となる見込である。主な要因として過去の大規模事業に係る地方債の償還終了等により、平成２１年度の
単年度実質公債費比率が12.6％と大幅に改善されたためであるが、今後もさらに効率的な財政運営を望むものである。
　

財政状況について
　当年度における本町の財政状況は、実質公債費比率16.5％ ( 前年度 18.5％）・経常収支比率82.8％ ( 前年度 88.0％）であり、
弾力性の指標となるこれらの比率は、いずれも改善されているが、今後とも弾力性のある財政構造の確立と健全化に向けてさらに最善
の努力を望むものである。
　

自主財源の確保について
　当年度の歳入総額は、9,697,665千円で前年度と比べて59,993千円の増額となっており、科目別に見ると増加したのは「県支
出金」・「町債」・「国庫支出金」など、減少したのは、「諸収入」・「使用料及び手数料」・「地方交付税」などである。
　諸収入の減は、ケーブルテレビ事業の受託金、使用料及び手数料の減は介護サービス事業の運営主体が社会福祉協議会になったこと
により介護サービス事業手数料が減少したためである。
　町税の徴収率については、僅かながらもアップしており努力の跡が伺えるが、町税の総額は減少傾向に歯止めがかかっていない。特
に法人町民税の落ち込みが著しい。固定資産税の減少については、償却資産の減少によるもので、いずれも景気低迷によるものと思わ
れる。今後も劇的な税収のアップは望めなく、さらに効率的な財政運営が求められる。中長期的には地域経済の活性化を図ることによ
り、幅広い税源の確保に努力されたい。
　

経費の削減等について
　当年度の歳出総額は、9,377,126千円で前年度と比べて332,282千円の増額となっている。科目別に見ると、増加したのは「諸
支出金」・「土木費」・「消防費」・「教育費」・「商工費」・「衛生費」・「農林水産業費」等で、減少したのは「総務費」・「民生費」・「公債費」・「災
害復旧費」等があげられる。諸支出金の増加は主に財政調整基金積立金、減債基金積立金の計上によるものである。また、土木費をは
じめその他の費目の主な増加要因は国の経済対策関連交付金事業によるものである。
　昨年指摘していた義務的経費については、前年度比312,553千円の縮減を達成しており、一定の成果が見られる。また、新規地
方債の抑制、起債の繰上償還により起債残高の減少が図られ、確保した財源を財政調整基金などへの積み立てを行い、基金残高は回復
している。今後も常にコスト意識を持った事務の執行を図られたい。
　

特別会計について
　歳入総額については、4,191,037千円、歳出総額は3,982,011千円で歳入歳出差引額は209,026千円となっている。特別会
計は全て黒字となっているが、当年度の一般会計から特別会計への繰出金の総額は587,283千円となっており、昨年より39,091
千円減少しているが依然として一般会計への大きな負担となっている。これからも会計への健全化推進に努められ、一般会計からの繰
入金が必要最小限となるよう努力されたい。
　

総括
　財政指標、積立金残高、起債残高などから財政健全化の努力が伺え、効果が現れてきている。一方、国においては経済不況が続き、
税収が伸びず国債発行に頼らざるをえない状況。補助金、地方交付税の削減が再び議論される可能性もある。
　本町では、一層の財政健全化に向け、平成２３年度までとなっている「海陽町集中改革プラン」を着実に推進し、財政基盤強化に取
り組まれたい。
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決

算

の

認

定

に

つ

い

て 審査の意見

　決算の結果は黒字になっているが、今後の経営については非常に厳しくなることが予想される。要

因として、医療技術者の不足による患者数の減少や、救急告示病院としての機能を確保するための宿

日直の費用の増等がある。特に今年度の人件費の増は2,700万円以上に達しており、入院収入の増(入

院患者1人あたりの収入増）約1,200万円、減価償却費の減少、約700万円等によってかろうじ

て黒字になっているところである。人件費は今後も医師不足により増加していく可能性がある。一方、

医療収入については、入院患者の病床利用率は92.9％と県内ではまれに見る高率であるが、長期入

院患者が多く、医療単価が低いためこれ以上の収入は望めないのが現状である。また、一般会計から

の繰入金については、今年度は海南病院に対する普通交付税の交付金は128,197,100円であり、

繰入額はその範囲内にあるが、今後増えることが予想される。

　いずれにしても、解決には困難なことばかりではあるが、周辺住民にとっては最終の場所の公立病

院であるという位置づけができつつある中、地域ぐるみでの運営を考えてゆく必要がある。

収益収入及び支出

事業収益 643,364,753円 （13,218,474円↑）

事業費用 634,948,470円 （14,421,681円↑）

21年度純利益 8,416,283円

累積赤字は 197,710,026円

審査の意見

　事業は順調に推移している。本年度の事業費用の増額は、主には漏水調査費と修繕箇所の増加によ

るものだが、安全・安定・衛生的に生活用水確保に向け、これからも計画的に維持管理をする必要が

ある。また、有収率 (本町84.8％・全国平均90.0％）の高低は直接水道事業の経営に影響があるので、

高いレベルに維持することが水道事業者の責務である。

　本年度は、配水池・水源地の耐震診断の予定であるが、その結果を踏まえ、平常時はもとより災害

時にも一定の給水が確保できるよう給水施設の耐震・応急対策を計画的に講じていただきたい。

■収益収入及び支出

　事業収入 139,732,662円 （1,616,722円↓）

　事業費用 108,505,837円 （3,449,029円↑）

　21年度純利益 31,226,825円

　当年度未処分利益剰余金 299,887,382円

　現在高 663,935,964円

　当年度償還分 23,972,635円

　21年度末残高は 639,963,329円 となっている。

平成21年度 企業会計の決算認定

平成21年度海陽町上水道事業会計について

平成21年度の企業会計決算については上水道・海南病院会計があり全会一致で認定された。

平成21年度海陽町海南病院事業会計について
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８
月
31
日
、
本
町
の
最
高

齢
者
、
東
ア
キ
ヱ
さ
ん
が

１
０
６
歳
を
迎
え
ら
れ
お
祝

い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本

町
で
は
百
歳
以
上
が
11
名
で

男
性
が
２
名
、女
性
が
９
名
。

や
は
り
女
性
の
方
が
長
生
き

す
る
な
と
感
心
し
て
お
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど

の
方
が
病
院
や
施
設
に
入
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
東
さ
ん

は
す
こ
ぶ
る
元
気
で
、
身
辺

の
整
理
整
頓
は
自
ら
し
新
聞

も
読
ん
で
い
る
。
ま
さ
に
本

町
の
横
綱
で
す
。
そ
の
東
さ

ん
曰
く
、
「
今
の
政
治
は
何

を
し
と
ん
ぜ
。
こ
れ
で
は
日

本
は
沈
没
し
ま
す
よ
。
国
に

惑
わ
さ
れ
ん
よ
う
に
町
は

行

政
報
告

し
っ
か
り
や
っ
て
く
れ
よ
。
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
住
民
代

表
の
議
員
さ
ん
に
、
そ
の
旨

報
告
し
ま
す
と
約
束
し
て
き

ま
し
た
。

　

最
近
、
経
済
力
の
低
下
と

機
能
不
全
で
我
が
国
は
沈
没

し
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
気
に
な

る
一
例
、
高
齢
者
医
療
制
度

で
す
。
制
度
そ
の
も
の
が
75

歳
以
上
で
、
ス
タ
ー
ト
し
た

と
き
は
年
齢
差
別
等
の
批
判

を
浴
び
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
定
着
し
、
国
保
会
計
も
健

全
に
向
か
っ
て
い
る
中
で
、

拙
速
な
見
直
し
が
混
乱
を
招

き
は
し
な
い
か
と
懸
念
が
あ

り
ま
す
。

　

８
月
27
日
か
ら
29
日
に
か

け
て
、
蛇
王
運
動
公
園
で
少

年
野
球
親
善
大
会
「
ノ
ビ
ル

杯
」
が
開
催
さ
れ
、
31
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

９
月
４
日
、還
暦
野
球
「
黒

潮
大
会
」
が
同
じ
よ
う
に
開

催
さ
れ
12
チ
ー
ム
で
し
た
。

海
陽
町
で
宿
泊
等
が
条
件
の

よ
う
で
、
波
及
効
果
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

免
許
証
を
返
納
し
た
場

合
、
タ
ク
シ
ー
協
会
が
１
割

引
き
を
９
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
運
転

経
歴
証
明
書
の
提
示
を
す
れ

ば
一
割
引
さ
れ
ま
す
。
メ
イ

ン
は
交
通
事
故
の
防
止
で
、

65
歳
以
上
の
方
の
事
故
死
が

６
割
で
す
。
対
応
し
て
町
営

バ
ス
、
漁
火
、
Ｂ
＆
Ｇ
な
ど

の
割
引
を
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
該
当
者
は
非
常

に
少
な
い
で
す
。

　

元
気
に
な
る
「
和
」
で
す

が
、
本
町
の
山
の
木
で
家
を

建
て
た
り
、
空
き
家
を
除
去

し
た
場
合
の
補
助
制
度
に
向

か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

宍
喰
商
業
跡
地
を
含
め
、

海
部
中
学
校
、
浅
川
・
川
上

小
学
校
の
三
校
が
廃
校
に
な

り
ま
す
。
文
部
科
学
省
は
「
み

ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
出
し
、
廃
校
舎
の
活

用
方
法
を
募
集
し
て
お
り
、

本
町
も
掲
載
す
べ
き
か
検
討

し
た
い
。
宍
喰
商
業
の
跡
地

は
子
ど
も
の
冒
険
の
遊
び
場

的
な
発
想
も
あ
り
ま
す
。
今

の
子
ど
も
達
は
ゲ
ー
ム
ば
か

り
で
屋
外
に
出
な
い
、
屋
外

に
出
れ
ば
危
な
い
等
の
考
え

方
に
対
し
て
の
、
一
つ
の
方

向
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

21
年
度
の
決
算
の
概
要
、

計
上
収
支
比
率
８
２
・
８
％
、

実
質
公
債
比
率
１
６
・
５
％
、

将
来
負
担
比
率
５
３
・
６
％

で
す
。
こ
の
４
年
間
で
類
似

団
体
の
ほ
ぼ
平
均
に
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
汗
を
か
き
戦

え
ば
数
字
は
結
果
を
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

経
費
削
減
に
つ
い
て
は
前
進

し
て
い
き
た
い
。

　

10
月
１
日
か
ら
子
宮
頸

ガ
ン
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

を

開

始

し

ま

す
。

該

当

者
は
中
学
三
年
生
39
名
、

１
８
７
万
２
千
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。
23
年
度
は
中

学
生
全
員
を
対
象
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

浅
川
橋
の
耐
震
補
強
事
業

で
１
億
４
千
万
円
余
り
を
計

上
。
命
の
橋
と
言
え
ま
す
の

で
お
願
い
し
ま
す
。

町
長

　

五
軒
家
憲
次

米寿代表　若松　脩さん（9月 20日敬老会にて）

行

政

報

告
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町
で
の
対
策
、
指
導
は

ど
う
か
。

　
　

五
軒
家
町
長

　

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
や

る
と
い
う
の
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
原
点
。自
ら
の
命
・

財
産
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う

と
い
う
、
原
点
に
帰
っ
て
も

ら
い
た
い
。

　

町
の
発
展
を
考
え
る
と
、

子
育
て
環
境
を
積
極
的
に
整

え
れ
ば
良
い
と
考
え
る
。
子

ど
も
に
関
す
る
窓
口
が
一
本

化
さ
れ
る
と
町
民
に
も
便
利

に
な
り
行
政
組
織
的
に
も
簡

素
、
合
理
化
し
、
行
政
効
率

が
高
ま
り
、
経
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
る
。
他
の
市
町
村

で
も
新
た
に
「
子
ど
も
課
」

を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
時

代
に
即
し
た
当
然
の
変
化
と

考
え
て
い
る
。

　
　

「
子
ど
も
課
」
の
開
設

に
つ
い
て
、
海
陽
町
で
の
考

え
は
。

　
　

福
井
教
育
長

　

「
子
ど
も
に
関
す
る
窓
口

の
一
本
化
」
と
「
行
政
組
織

の
簡
素
化
、
合
理
化
」
は
、

そ
の
ま
ま
同
列
に
扱
う
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
多

く
の
地
方
自
治
体
に
お
い

て
、
「
母
子
保
育
」
や
「
児

童
福
祉
」
等
の
業
務
は
保
健

福
祉
課
が
所
管
し
、
「
学
校

教
育
」
は
教
育
委
員
会
が
管

轄
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

両
者
が
基
本
的
に
異
な
る
行

政
領
域
だ
か
ら
で
あ
る
。「
母

子
保
健
」
や
「
児
童
福
祉
」

等
の
福
祉
業
務
と
「
学
校
教

育
」
に
関
す
る
教
育
行
政
を

ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
子
ど
も
行
政
」

の
一
元
化
が
は
た
し
て
可
能

か
ど
う
か
。
業
務
が
機
能
上
、

あ
る
い
は
領
域
上
異
な
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
違
っ
た
「
課
」

で
所
管
す
る
の
が
合
理
的
だ

と
考
え
る
。

　

現
在
、
海
陽
町
で
は
行
政

改
革
に
向
け
て
、「
課
」
の

削
減
、
整
理
・
統
合
を
進
め

て
い
る
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

「
子
ど
も
課
」
を
新
設
す
る

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
と

考
え
る
。

　

「
子
育
て
環
境
」
の
整
備

や
「
子
育
て
支
援
」
に
関
し

て
は
、
保
健
福
祉
課
と
教
育

委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
、

横
の
連
携
を
取
り
な
が
ら

に
、
そ
の
充
実
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

一

般

質

問

長
期
休
業
中
の
学
童
保
育
に
つ
い
て

長
尾

　
正
大

　
議
員

　

夏
休
み
等
、
長
期
休
業
中

の
学
童
保
育
の
要
望
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

近
隣
の
市
町
村
で
は
実

施
し
て
お
り
、
海
陽
町
で
も

要
望
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る

が
、
町
は
こ
の
よ
う
な
要
望

の
全
体
像
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。
町
で
は
調
査
を
す
る

の
か
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
適

正
な
対
応
を
し
て
頂
き
た

い
。

　
　

奥
原
保
健
福
祉
課
長

　

学
童
保
育
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
要
望
の
内
容
等
を
ふ
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

充
実
し
た
理
想
的
な
子
ど

も
支
援
の
推
進
は
、子
ど
も
・

保
護
者
の
方
へ
の
支
援
に
な

る
が
、
そ
れ
は
町
を
支
え
る

住
民
へ
の
支
援
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
。

　
　

「
一
時
保
育
」
と
「
園

庭
開
放
」の
実
施
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　

保
健
福
祉
課
長

　

一
時
保
育
、
園
庭
開
放
等

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
受
け

入
れ
側
の
体
制
の
整
備
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
の
で
、
総

合
的
に
判
断
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問

問

問

答

答

答

問答

未
就
園
児
の
子
育
て

支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
に
関
す
る
窓
口
が

一
元
化
さ
れ
住
民
に
わ
か

り
や
す
い
「
子
ど
も
課
」

の
開
設
に
つ
い
て

　

自
治
と
は
「
自
分
で
自
分

の
こ
と
を
処
理
す
る
こ
と
」

で
あ
り
、
自
分
達
で
出
来
る

こ
と
を
、
町
の
行
政
に
頼
る

と
財
源
が
い
く
ら
あ
っ
て
も

足
り
な
く
な
る
。
自
主
防
災

活
動
や
公
民
館
活
動
な
ど
、

行
政
指
導
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
強
化
が
必
要

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生
強
化
に
つ
い
て

宍喰子ども教室
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一

般

質

問

過
疎
対
策
事
業
債
ソ
フ
ト
分
に
つ
い
て

原
　
ひ
ろ
み

　
議
員

　
　

海
陽
町
へ
の
過
疎
債
ソ

フ
ト
分
の
限
度
額
の
試
算
は

ど
の
程
度
か
。

　
　

片
田
企
画
防
災
課
長

　

平
成
22
年
度
の
発
行
限
度

額
は
１
億
３
４
１
８
万
５
千

円
。

　
　

過
疎
集
落
に
住
む
人
々

の
交
通
手
段
が
奪
わ
れ
て
い

る
。
バ
ス
も
通
っ
て
い
な
い

地
域
に
住
む
買
い
物
難
民
、

交
通
弱
者
に
対
し
、
早
急
な

る
対
策
を
検
討
し
て
頂
き
た

い
。
ま
た
海
部
線
は
Ｊ
Ｒ
へ

の
連
絡
が
で
き
て
い
な
い
の

で
バ
ス
の
時
刻
表
を
再
検
討

し
て
も
ら
え
な
い
の
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

今
後
、
関
係
課
と
も
協
議

を
し
て
、
よ
り
よ
い
方
策
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

バ
ス
の
時
刻
変
更
に
つ
い

て
は
、
町
地
域
公
共
交
通
会

議
で
検
討
し
た
い
。

　
　

空
き
家
が
増
加
し
て
い

る
。
老
朽
化
に
よ
り
近
隣
住

民
が
地
震
や
台
風
で
倒
壊
し

避
難
路
を
防
ぐ
の
で
は
な
い

か
と
不
安
が
っ
て
い
る
。
害
虫

被
害
や
犯
罪
の
温
床
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
空
き
家
状
況
の

実
態
調
査
と
把
握
、
ま
た
所

有
者
へ
の
助
言
、
指
導
、
勧
告

等
の
対
策
を
た
て
て
お
ら
れ

る
の
か
。
使
用
で
き
る
家
は
若

者
の
定
住
化
へ
の
取
組
等
は

ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

移
住
交
流
モ
デ
ル
事
業
で

状
況
調
査
を
実
施
。　

　

災
害
等
に
よ
り
近
隣
に
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

家
屋
に
つ
い
て
は
、
情
報
を

頂
い
た
場
合
、
関
係
課
よ
り

そ
の
都
度
お
願
い
し
て
い
る
。

　

若
者
定
住
化
へ
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
空
き
家
を
賃
貸

す
る
こ
と
の
意
思
確
認
は
で

き
て
い
な
い
。
個
人
情
報
の

こ
と
も
あ
り
、
慎
重
に
対
応

し
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

美
し
い
川
や
海
に
ひ
か
れ

て
都
会
か
ら
観
光
客
や
帰
省

客
が
多
く
訪
れ
る
が
、
ゴ
ミ

の
放
置
や
排
泄
物
等
に
よ
る

川
や
海
の
汚
染
に
対
し
、
町

民
の
苦
情
が
多
い
。

　
　

簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
や

自
然
に
マ
ッ
チ
し
た
立
て
札

等
、
具
体
的
な
対
策
を
立
て

て
お
ら
れ
る
の
か
。

問問 答

答

答

問

問

答

答

清
流
海
部
川
、
美
し
い

海
を
守
る
た
め
の
対
策

に
つ
い
て

期
日
前
投
票
の
円
滑
化

に
つ
い
て

　
　

成
田
環
境
衛
生
課
長

　

放
置
ゴ
ミ
は
立
て
看
板
等

に
よ
り
一
層
の
啓
発
に
努
め

た
い
。

　

簡
易
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は

清
掃
等
管
理
が
難
し
い
の
で

予
定
し
て
い
な
い
。
現
在
あ

る
ト
イ
レ
を
、
ト
イ
レ
マ
ッ

プ
等
を
お
配
り
し
て
対
応
し

た
い
。

　
　

五
軒
家
町
長

　

提
供
し
て
も
来
る
人
は
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
る
。

河
川
敷
は
キ
ャ
ン
プ
場
で
な

く
、
清
流
条
例
、
公
害
防
止

条
例
、
併
せ
て
民
間
が
協
力

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
環

境
は
守
れ
な
い
。

　

年
々
、
期
日
前
投
票
を
す

る
人
が
増
加
し
て
い
る
。
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
宣

誓
書
を
書
く
の
は
会
場
が
混

雑
す
る
し
、
た
く
さ
ん
の
人

が
見
守
る
中
で
宣
誓
書
を
書

く
の
は
緊
張
し
て
嫌
だ
し
、

面
倒
だ
と
の
声
も
あ
る
。

　
　

有
権
者
宅
へ
入
場
整
理

券
と
、
期
日
前
投
票
用
請
求

書
を
事
前
に
郵
送
す
る
こ
と

に
よ
り
、
投
票
率
の
向
上
と

円
滑
化
が
図
ら
れ
る
と
思
う

が
い
か
が
か
。

　
　

池
内
住
民
人
権
課
長

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

と
し
て
は
、
不
正
の
未
然
防

止
、
ま
た
厳
格
な
期
日
前
投

票
の
執
行
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
通
り
期
日
前
投
票
所
で
宣

誓
書
に
記
入
頂
く
方
法
を
と

り
た
い
。
こ
の
よ
う
な
方
法

と
提
案
頂
い
た
円
滑
化
の
方

法
と
併
せ
て
、
選
挙
管
理
委

員
会
で
検
討
し
た
い
。

問答

清流海部川
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平
成
22
年
３
月
に
修
正
さ

れ
た
、
海
陽
町
地
域
防
災
対

策
計
画
の
建
築
物
等
の
耐
震

化
計
画
で
は
、
木
造
住
宅
を

対
象
に
、
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
を
促
進
す
る
必
要

が
あ
り
、
本
町
と
し
て
も
積

極
的
な
普
及
を
図
る
と
し
て

い
る
。

　
　

旧
三
町
時
代
か
ら
現
在

ま
で
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
を
受
け
た
住
宅
の
累
計
実

績
は
。

　
　

東
谷
建
設
課
長

　

耐
震
診
断
の
実
績
は
２
０

７
戸
、
海
陽
町
内
で
耐
震
診

断
が
必
要
と
さ
れ
る
住
宅
戸

数
の
９
・
９
％
。

　
　

高
齢
者
世
帯
が
多
い
本

町
で
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

に
向
け
た
耐
震
改
修
工
事
を

行
っ
た
住
宅
の
戸
数
は
。

　
　

建
設
課
長

　

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し

た
住
宅
戸
数
は
19
戸
。
耐
震

診
断
に
よ
り
耐
震
性
が
な
い

と
判
断
さ
れ
た
住
宅
の
う
ち
、

改
修
を
行
っ
た
割
合
は
約
１

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

耐
震
工
事
が
進
ま
な
い
今

日
、
徳
島
県
は
一
方
で
、
独

自
に
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

と
し
て
「
命
だ
け
は
守
る
簡

易
的
な
耐
震
補
強
」
に
対
し

て
も
支
援
を
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
は
住
宅
の
部
分
的
な

補
強
、
例
え
ば
寝
室
や
居
間

ぞ
れ
の
役
割
を
理
解
し
、
互

い
に
連
携
し
て
対
応
す
る
こ

と
で
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

る
。
そ
の
た
め
の
組
織
の
ひ

と
つ
に
自
主
防
災
組
織
が
上

げ
ら
れ
る
。

　
　

現
在
の
組
織
率
は
。

　
　

片
田
企
画
防
災
課
長

　

町
内
の
防
災
組
織
率
は
、

１
０
０
％
。

　

町
全
体
的
に
自
主
防
災
組

織
に
対
す
る
認
知
度
が
低
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

町
と
し
て
自
主
防
災
組

織
に
対
し
、
支
援
を
積
極
的

に
行
う
と
す
る
中
、
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
な
ど
今
後
ど
の

よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
く

予
定
か
。
ま
た
そ
の
時
期
は
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

自
主
防
災
組
織
の
代
表
者

の
方
々
に
は
、
各
種
研
修
会
、

広
報
等
に
よ
り
啓
発
を
検
討

し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
が
防
災
活

動
を
行
う
上
で
、
ま
ず
地
域

の
こ
と
を
知
る
事
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

効
果
的
な
防
災
訓
練
と
し
て

災
害
図
上
訓
練
が
あ
る
。

　
　

地
域
の
こ
と
を
知
る
第

一
歩
と
し
て
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

企
画
防
災
課
長

　

地
域
の
事
情
が
よ
く
わ
か

り
、
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
重

要
と
考
え
て
い
る
が
、
継
続

し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
町
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
化
が
進
む

今
日
、
町
の
至
る

所
で
空
き
家
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
そ
の
空

き
家
が
長
年
放
置

さ
れ
た
時
、
廃
屋

と
化
す
。

　
　

避
難
経
路
の

整
備
や
生
活
環
境

へ
の
影
響
な
ど
、

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
掲

げ
て
い
る
本
町
で
、
解
体
費

用
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度

を
設
置
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

建
設
課
長

　

今
後
ま
す
ま
す
増
加
が
予

想
さ
れ
る
空
き
家
、
廃
屋
に

つ
い
て
、
防
災
面
・
環
境
面

か
ら
そ
の
除
去
に
対
し
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
制
度
の
内
容
を

固
め
事
業
化
し
た
い
。

一

般

質

問

な
ど
の
居
室
で
も
支
援
の
対

象
と
し
て
い
る
。

　
　

本
町
と
し
て
も
、
県
独

自
の
支
援
事
業
に
対
し
て
も
、

補
助
金
を
上
乗
せ
す
る
形
で

支
援
制
度
を
拡
充
し
て
頂
け

る
よ
う
要
望
し
た
い
。

　
　

建
設
課
長

　

徳
島
県
独
自
の
事
業
「
命

だ
け
は
守
る
簡
易
な
耐
震
補

強
」
は
平
成
18
年
の
事
業
開

始
後
こ
れ
ま
で
の
実
施
件
数

は
極
め
て
少
な
く
、
耐
震
対

策
と
し
て
有
効
な
施
策
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
県
下

の
い
く
つ
か
の
市
町
で
独
自

の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
実
施
件
数
は
少
な
い

よ
う
だ
。
他
の
事
例
等
を
調

べ
、
ど
の
よ
う
な
補
助
制
度

で
あ
れ
ば
実
効
性
が
見
込
ま

れ
る
制
度
と
な
る
の
か
を
検

討
し
、
早
く
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

災
害
に
お
け
る
取
組
は
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
そ
れ

問

問

問

問

問問

答

答

廃屋

震
災
対
策
に
つ
い
て小

山
　
　

慎
　
議
員

答

答

答

答

答

防
災
訓
練
計
画
に

つ
い
て

廃
屋
対
策

に
つ
い
て

問
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最
近
、
電
話
の
対
応
な
ど
、

町
民
に
対
す
る
接
し
方
が
悪

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
公
務

員
と
し
て
、
き
ち
っ
と
し
た

対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　

管
理
職
と
し
て
部
下
に

対
す
る
取
組
を
ど
の
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

三
町
が
合
併
し
庁
舎
を
三
ヶ

所
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
宍

喰
庁
舎
内
に
お
い
て
庁
舎
長

は
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
の
か
。

　
　

歌
宍
喰
庁
舎
長

　

庁
舎
職
員
の
住
民
接
遇
・

電
話
の
応
対
に
対
す
る
指
導

だ
が
、
相
手
の
方
と
の
信
頼

関
係
が
大
切
で
あ
る
の
で
今

後
と
も
相
手
の
こ
と
を
十
分

気
遣
っ
て
、
誠
実
に
対
応
す

る
よ
う
努
め
た
い
。

　
　

勤
務
評
定
を
し
て
い
る

の
か
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

勤
務
評
定
は
未
実
施
で
あ

る
。
適
正
に
勤
務
成
績
、
勤

務
内
容
の
評
価
を
行
う
こ
と

で
組
織
全
体
の
士
気
の
高
揚

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

規
則
が
改
定
さ
れ
た
が

議
会
に
報
告
し
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
特
に
今
回
、
交
通
法

規
の
改
正
で
あ
る
が
職
員
に

周
知
徹
底
が
で
き
て
い
る
の

か
。

　
　

総
務
課
長

　

職
員
の
就
業
に
関
す
る
内

部
的
な
規
律
の
改
正
で
あ
り
、

信
頼
回
復
に
向
け
て
早
急
に

改
正
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
　

海
陽
町
は
高
齢
者
の
免

許
返
納
者
に
タ
ク
シ
ー
料
金

の
割
引
制
度
が
実
施
さ
れ
た

が
、
免
許
証
を
持
っ
て
い
な

い
人
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

ま
た
介
護
タ
ク
シ
ー
が
運
行

さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
と
協

力
し
て
、
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

奥
原
保
健
福
祉
課
長

　

現
時
点
で
は
、
高
齢
者
の

方
へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の

割
引
等
は
、
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
高
齢
者
の
方
に
対
し

て
の
交
通
の
利
便
性
・
安
全

対
策
に
つ
い
て
、
得
策
を
見

い
だ
し
て
い
き
た
い
。

　
　

最
近
、
追
加
工
事
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
設

計
業
者
が
き
ち
ん
と
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
。
海
南
中
学

校
の
シ
ロ
ア
リ
が
発
生
し
て

い
る
の
で
追
加
工
事
に
な
っ

た
が
、
事
前
に
耐
震
工
事
を

す
る
上
で
、
調
査
を
す
る
の

が
当
た
り
前
で
は
な
い
か
。

ま
た
海
南
小
学
校
の
体
育
館

の
入
り
口
に
し
て
も
し
か
り
、

工
事
す
る
前
に
設
計
業
者
と

ど
の
よ
う
な
内
容
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

　
　

福
岡
教
育
次
長

　

学
校
施
設
の
耐
震
補
強
・

改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
主

た
る
目
的
が
耐
震
補
強
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
耐
震
改
修
促

進
法
」
に
定
め
ら
れ
た
内
容

に
よ
り
設
計
す
る
こ
と
。

　

補
強
工
事
の
選
定
に
つ
い

て
は
①
工
期
の
短
縮
が
図
れ

る
こ
と
、
②
コ
ス
ト
削
減
が

は
か
れ
る
こ
と
、
③
居
な
が

ら
工
事
が
可
能
な
こ
と
、
④

美
観
を
損
な
わ
な
い
こ
と
、

⑤
騒
音
・
振
動
が
少
な
い
こ

と
、
⑥
採
光
・
通
風
に
大
き

な
影
響
が
な
い
こ
と
。

　

付
随
す
る
改
修
工
事
箇
所

に
つ
い
て
は
、
①
耐
震
補
強

工
事
の
関
連
箇
所
、
②
危
険

箇
所
、
③
痛
み
の
激
し
い
箇

所
、
そ
の
他
学
校
側
の
要
望

も
可
能
な
範
囲
で
採
用
す
る

こ
と
。

　

以
上
の
内
容
で
設
計
し
た

成
果
品
に
つ
い
て
は
、
第
三

者
機
関
で
あ
る
「
耐
震
診
断

評
定
委
員
会
」
の
審
査
を
受

け
、
評
定
結

果
報
告
書
を

提
出
す
る
こ

と
と
し
て
い

る
。

　
　

東
谷
建

設
課
長

　

海
陽
町
発

注

の

土
木
、

建
築
工
事
の

設
計
業
務
受

託
者
は
、
現

場
状
況
・
問

題
点
・
地
域

特
性
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
課

題
を
調
査
検

討
し
た
の
ち
設
計
す
る
。
発

注
者
は
こ
れ
ら
の
課
題
を

理
解
し
把
握
で
き
て
い
る

か
、
現
場
に
則
し
た
施
行
方

法
、
周
辺
環
境
に
及
ぼ
す
影

響
、
ま
た
工
事
費
に
関
す
る

コ
ス
ト
が
把
握
で
き
て
い
る

か
、
な
ど
に
留
意
し
協
議
打

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

一

般

質

問

海
陽
町
役
場
職
員
と
し
て
の

町
民
に
対
す
る
接
遇
の
あ
り
方

叶
岡

　
　

徹
　
議
員

公
務
員
法
で
勤
務
評
定

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

役場窓口

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答高
齢
者
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て

設
計
業
者
お
よ
び
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
対

す
る
町
の
取
組
み
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歌
宍
喰
産
業
観
光
課
長

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
の
駐
車

場
確
保
、
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横
に
約

１
２
０
台
、
野
球
場
東
側
に

未
舗
装
な
が
ら
約
１
５
０
台

確
保
し
て
い
る
。
指
摘
の
小

公
園
か
ら
２
０
０
ｍ
ほ
ど
の

距
離
に
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら

の
駐
車
場
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。

一

般

質

問

指
名
競
争
入
札
の
回
数
は
？

三
浦

　
茂
貴

　
議
員

　
　

指
名
競
争
入
札
の
指
名

選
定
基
準
に
つ
い
て
昨
年
度

指
名
願
を
出
し
た
業
者
数
、

そ
し
て
業
者
別
の
指
名
回
数

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

富
田
管
財
課
長

　

平
成
21
年
度
、
全
体
で
42

業
者
、
内
訳
は
建
設
33
業
者
、

物
品
９
業
者
。
（
業
者
別
掲

載
省
略
）

　
　

新
規
業
者
が
指
名
願
を

出
し
て
何
年
か
は
入
れ
な
い

と
い
う
選
定
基
準
が
あ
る
の

か
。

　
　

管
財
課
長

　

海
陽
町
建
設
工
事
請
負
業

者
選
定
要
綱
を
定
め
て
お
り
、

新
規
参
入
業
者
資
格
に
つ
い

て
は
、
海
陽
町
内
に
事
務
所

を
置
き
、
建
設
工
事
指
名
業

者
名
簿
に
３
年
以
上
搭
載
さ

れ
て
い
て
、
経
営
者
が
海
陽

町
に
３
年
以
上
居
住
し
、
公

共
工
事
の
元
請
け
ま
た
は
下

請
け
施
行
の
実
績
が
２
年
以

上
あ
る
者
。

　
　

昨
年
度
海
陽
町
に
お
い

て
何
件
の
随
意
契
約
が
あ
り
、

総
額
は
い
く
ら
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
委
託
業
務
や
土
木
工
事
、

そ
し
て
物
品
な
ど
の
種
類
別

に
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　

管
財
課
長

　

全
体
で
４
１
０
件
、
総
額

１
億
７
４
２
３
万
３
３
１
８

円
。
種
類
別
で
は
委
託
業
務

52
件
、
３
６
７
９
万
８
３
０

問答問答

問答

ピクニック公園

０
円
。
土
木
工
事
関
係
１
５

１
件
、
４
９
４
９
万
１
６
３

４
円
。
物
品
は
備
品
購
入
費

関
係
で
２
０
７
件
、
８
７
９

４
万
３
３
８
４
円
。

　
　

随
意
契
約
は
地
方
自
治

法
で
土
木
工
事
に
つ
い
て
は

１
３
０
万
円
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。
昨
年
度
金
額
を
超
え

て
の
随
意
契
約
は
あ
っ
た
の

か
。

　
　

東
谷
建
設
課
長

　

建
設
課
に
お
い
て
、
21
年

度
１
３
０
万
円
を
超
え
る
随

意
契
約
は
な
い
。

　
　

全
て
の
業
者
が
均
等
に

行
っ
て
い
る
の
か
、
業
者
別

の
随
意
契
約
の
回
数
、
ま
た

金
額
の
内
訳
は
い
く
ら
か
。

　
　

管
財
課
長

　

13
業
者
で
、
契
約
回
数
52

回
、
金
額
３
６
７
９
万
８
２

０
０
円
。
（
内
訳
掲
載
省

略
）

　
　

随
意
契
約
時
の
予
定
価

格
の
算
出
方
法
は
。
ま
た
工

事
価
格
は
そ
れ
に
対
し
て
ど

の
程
度
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

建
設
課
長

　

緊
急
に
対
応
し
て
頂
く
工

事
が
大
半
で
あ
り
、
少
額
工

事
が
多
い
た
め
、
予
定
価
格

は
設
け
て
い
な
い
。

　
　

海
陽
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
は
、
入
札
結
果
を
公

開
し
て
い
る
、
随
意
契
約
も

公
開
し
て
欲
し
い
。

　
　

五
軒
家
町
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
随
意

契
約
状
況
の
結
果
公
表
に
つ

い
て
は
、
勉
強
検
討
す
る
。

　
　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
の
入

口
に
小
さ
な
子
ど
も
の
遊
ぶ

遊
具
が
あ
る
が
、
道
路
に
面

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
安
全
面
で
少
し
危
惧
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ま
ぜ
の

丘
の
安
全
計
画
を
立
て
て
安

全
対
策
と
し
て
、
危
険
区
域

へ
の
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
や
駐

車
場
の
確
保
を
お
願
い
し
た

い
。

答

答答

答

問問

ピ
ク
ニ
ッ
ク
公
園
の

安
全
対
策

問問

　

安
全
対
策
と
し
て
は
、
本

年
７
月
、
一
部
で
は
あ
る
が

飛
び
出
し
防
止
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
し
て
い
る
。

答 問
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９
月
13
日
開
会
。
教
育
委

員
会
関
係
の
予
算
は
教
育
施

設
の
耐
震
補
強
追
加
工
事
、

海
南
小
学
校
は
外
壁
改
修
追

加
工
事
、
保
健
室
床
の
改
修

工
事
等
、
１
９
２
万
４
５
０

円
。
海
南
中
学
校
は
補
強
追

は
施
錠
、
災
害
時
に
は
ベ
ニ

ヤ
板
扉
を
蹴
破
り
避
難
す
る
。

⑤
旧
宍
喰
商
業
高
等
学
校

跡
地
。
現
在
県
有
地
。
土

地
取
得
時
の
特
約
で
、
近

い
将
来
海
陽
町
に
返
還
予

定
。
敷
地
面
積
２
３
８
５
・

86
㎡
。
解
体
工
事
の
総
額
は

１
億
１
８
２
８
万
７
千
円
で
、

工
期
は
本
年
12
月
20
日
。
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
地
域
住

民
の
避
難
場
所
及
び
集
会
所

と
し
て
活
用
予
定
で
、
約

１
千
万
円
を
か
け
て
改
修
し

て
く
れ
る
。
社
会

教
育
的
見
地
か
ら

相
撲
場
も
残
す
。

⑥
住
宅
地
と
し
て

分
譲
予
定
の
町
有

地
、
宍
喰
久
保

地
区
、
八
幡
神

社
参
道
沿
い
の

３
０
３
・
５
坪
。

奥
側
の
３
坪
は
地

形
等
の
関
係
で
町

有
地
と
し
て
残
し

77
・
２
坪
、
77
・

８
坪
、
１
１
６
・

９
坪
に
３
分
割
す
る
。
一
区

間
だ
け
広
い
の
は
、
間
口
が

狭
く
縦
長
と
な
る
た
め
。

　

続
い
て
９
月
定
例
議
会
の

議
案
説
明
を
受
け
た
。
平

成
21
年
度
の
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額

97
億
１
８
０
３
万
円
、
歳
出

総
額
93
億
９
７
４
９
万
１
千

円
。
繰
越
明
許
費
を
除
く
実

質
収
支
額
は
、
２
億
５
６
５

５
万
５
千
円
の
黒
字
。
実
質

公
債
比
率
16
・
５
％
で
起
債

許
可
団
体
か
ら
脱

却
。
特
別
会
計
も
、

全
て
黒
字
決
算
、

公
営
企
業
の
い
ず

れ
も
資
金
不
足
は

な
い
と
の
報
告
で

あ
っ
た
。

　

平
成
22
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
は
、

予
算
総
額
に
２
億

２
３
６
１
万
円
を

追
加
す
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。 

る
。
そ
の
費
用
や
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

③
鞆
浦
の
津
波
避
難
階
段

（
住
吉
神
社
）
改
修
現
場
。

傾
斜
が
急
な
上
に
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
災
害
時
に
備

え
て
の
改
修
で
、
９
月
補
正

予
算
に
３
１
０
万
円
を
計
上
。

④
昨
年
11
月
完
成
の
宍
喰
浦

津
波
避
難
タ
ワ
ー
。
本
体
工

事
費
３
８
０
８
万
９
８
０
０

円
。
高
さ
７
・
04
ｍ
、
収
容

人
員
は
２
０
０
名
で
、
上
り

階
段
は
２
カ
所
設
置
。
普
段

委

員

長

報

告

総

務

常

任

委

員

会

委
員
長

　
戸
田
眞
理
子

文

教

厚

生

常
任
委
員
会

委
員
長

　
南
谷

　
輝
幸

常
任
委
員
会
委
員
長
報
告

　

９
月
10
日
開
会
。
最
初
に

６
カ
所
の
巡
視
を
行
っ
た
。

①
徳
島
県
立
南
部
防
災
館

（
ま
ぜ
の
お
か
）
。
海
部
郡

三
町
及
び
阿
南
市
、
那
賀
町

が
対
象
で
、
本
年
５
月
に
開

館
。
災
害
時
に
は
地
域
防
災

活
動
拠
点
と
な
り
、
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
。
平

常
時
に
は
防
災
教
育
や
、
啓

発
活
動
等
が
行
わ
れ
、
そ
の

管
理
運
営
を
海
陽
町
が
指
定

管
理
者
と
し
て

行
っ
て
い
る
。

②
去
る
９
月
２

日
寄
付
証
書
が

作
成
さ
れ
た
物

件
の
現
況
を
確

認
。
所
在
地
、

奥

浦

字
堤

の

外
27
番
地
４
他
、

宅
地
及
び
畑
で
、

合
計
１
５
３
坪
。

建
物
は
老
朽
化

し
て
お
り
、
解

体
の
必
要
が
あ

宍喰商業跡地

鞆浦津波避難階段

海南中学校
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９
月
９
日
開
会
。
担
当
課

よ
り
所
管
の
議
案
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
平
成
22
年

度
海
陽
町
一
般
会
計
補
正

予
算
、
環
境
衛
生
課
郡
衛

生
処
理
事
務
組
合
負
担
金

１
１
４
万
円
の
減
額
。
産
業

観
光
予
算
に
つ
い
て
は
、
農

業
振
興
費
３
３
０
万
円
、
水

産
業
振
興
費
新
規
組
合
育
成

事
業
、
宍
喰
漁
協
委
託
事
業

３
８
０
万
円
。
建
設
所
管
、

新
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
保
全

対
策
事
業
、
今
年
度
施
行
実

施
す
る
村
山
地
区
支
線
水
路

改
良
工
事
、
農
地
費
委
託
料

１
２
０
万
円
、
工
事
請
負
費

６
８
０
万
円
、
道
路
新
設
改

良
費
、
浅
川
橋
耐
震
補
強
工

事
費
１
億
３
５
０
０
万
円
。

そ
の
他
と
し
て
町
長
よ
り
県

に
対
し
て
陳
情
し
て
い
る
鞆

委

員

長

報

告

加
並
び
に
特
別
教
室
白
蟻
防

除
工
事
等
１
５
７
万
８
０
０

円
。
他
に
宍
喰
小
学
校
の

雨
漏
り
修
理
57
万
８
０
０

円
。
小
学
生
の
運
動
能
力
低

下
等
の
対
策
と
し
て
５
、
６

年
生
約
２
１
０
名
に
歩
数
計

の
配
布
10
万
５
千
円
。
川

上
・
浅
川
・
海
南
小
学
校
記

念
誌
追
加
42
万
円
。
中
学

校
閉
校
記
念
誌
発
行
予
算

３
４
４
万
４
千
円
。
放
課
後

子
ど
も
教
育
に
係
る
海
南
幼

稚
園
便
所
等
改
修
工
事
、
予

算
２
３
１
万
６
千
円
で
あ
る
。

　

保
健
福
祉
関
係
で
は
、
国

保
条
例
の
一
部
改
正
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
の
改
正
。

予
算
で
は
、
小
規
模
福
祉
施

設
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
補

助
９
８
２
万
８
千
円
。
保
育

所
関
係
で
は
、
各
保
育
所

に
空
気
清
浄
機
設
置
費
用

93
万
６
千
円
。
衛
生
費
で
は
、

子
宮
頸
ガ
ン
予
防
に
係
る
経

費
１
８
７
万
１
千
円
、
中
学

３
年
生
39
名

分
で
あ
る
。

住
民
人
権
課

よ
り
人
権
擁

護
委
員
の
推

薦
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ

た
。

　

最
後
に
平

成
21
年
度
決

算
に
つ
い
て

慎
重
審
議
を

行
い
了
承
の

上
、
閉
会
し

た
。

海南小学校

浦
漁
協
横
の
橋
梁
架
け
替
え

に
つ
い
て
の
状
況
説
明
が
あ

り
、
負
担
に
つ
い
て
は
全
額

町
負
担
で
実
施
す
る
こ
と
が

適
当
で
は
な
い
か
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
平
成
22
年
度
海

陽
町
浅
川
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
２
８
３
万
８
千
円
減

額
。
平
成
22
年
度
海
部
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
３
２
４
万
円
工
事
請
負

費
。
平
成
22
年
度
宍
喰
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
４
７
６
万
円
減
額
。
平

成
22
年
度
川
西
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

１
４
７
万
円
追
加
補
正
す
る

と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

産

業

建

設

常
任
委
員
会

委
員
長

　
見
吉

　
政
貴

浅川橋



15
日

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

23
日
　
議
会
全
員
協
議
会

23
日
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

3
日
　
徳
島
県
町
村
会
行
政
課
題
研
究
会

17
日
　
新
人
議
員
研
修
会

20
日
　
阿
南
安
芸
自
動
車
道
一
部
開
通
式

（
高
知
県
北
川
村
）

2
日
　
議
会
全
員
協
議
会

2
日

　
議
会
運
営
委
員
会

9
日

　
第
3
回
定
例
会
（
1
日
目
）

9
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

9
日

　
議
会
運
営
委
員
会

10
日

　
総
務
常
任
委
員
会

13
日
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

14
日
　
第
3
回
定
例
会
（
2
日
目
）

7
　
月

8
　
月

9
　
月

　

大
里
八
幡
神
社
で
10
月
17
日
、
秋
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

『
年
に
一
度
の
お
祭
り
に　

ホ
イ

　

お
神
輿
か
つ
い
でワ

ッ
シ
ョ
イ
シ
ョ
イ
ホ
イ　

　

広
い
砂
浜
ね
り
歩
く　

ホ
イ
ホ
イ

　

関
船
だ
ん
じ
り　

鉦
た
い
こ　

ホ
イ

　

引
手
舵
と
り　

ハ
ッ
ピ
飛
ぶ　

ホ
イ

　

広
い
松
原
砂
け
ぶ
り　

ホ
イ
ホ
イ

　

夕
や
み
せ
ま
る　

そ
の
頃
は　

ホ
イ

　

鉦
も
た
い
こ
も
遠
く
な
り　

ホ
イ

　

は
る
か
か
な
た
に
消
え
て
い
くホ

イ
ホ
イ
』　

　

今
年
も
最
高
の
天
気
の
中
、
良
い
秋
祭
り
で

し
た
。
こ
の
楽
し
さ
を
糧
に
、
皆
様
の
ご
期
待

に
添
え
る
議
会
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
事
務
局　
　
　
　
　
　

T
E
L　

７
３
ー
４
１
６
４

編

集

後

記

7
月
１
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で

議
会
の
う
ご
き

敬老会議長祝辞

冨　田　一　廣　議員
町村議会議員20年在職自治功労者表彰

祝

本年度海陽町敬老会


